
岡山大学・学術研究院（教育学域）・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５３０１

基盤研究(B)（一般）

2020～2017

ESDグローバルアクションプログラムに対応した理科の教育課程開発の日独共同研究

Japan-Germany Join Research of Curriculum Development on Science Education 
Corresponding to the Global Action Programme on ESD

３０２７４０３８研究者番号：

藤井　浩樹（Fujii, Hiroki）

研究期間：

１７Ｈ０２７００

年 月 日現在  ４   ６ ２７

円    13,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ESDの世界的普及をめざしたユネスコの「ESDグローバル・アクショ
ン・プログラム」及びその後継の「ESD for 2030」に対応し、ESDを取り入れた小・中学校理科の教育課程を、
日本とドイツの共同研究によって開発することであった。そこで、サステナビリティの考え方を導入した理科の
目標を設定し、気候変動・エネルギー、生物多様性、防災及び持続可能な消費と生産に係わる理科の単元と授業
を開発・実践し、児童生徒の「サステナビリティのためのコンピテンシー」の発達を分析・評価した。この成果
に基づいて、両国の小・中学校において採用可能な教育課程編成の視点を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a curriculum for elementary and 
junior high school science incorporating ESD in response to UNESCO's "Global Action Programme for 
ESD" and "ESD for 2030," which aims to promote ESD worldwide, through a joint research between Japan
 and Germany. We examined objectives of school science that incorporate the concept of 
sustainability, developed and implemented science learning units and lessons on climate change and 
energy, biodiversity, disaster prevention, and sustainable consumption and production, and analyzed 
and evaluated the development of competencies for sustainability in students. Based on these 
results, we identified curricular perspectives that could be adopted in elementary and secondary 
schools in both countries.

研究分野： 理科教育、ESD
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、第１に、日本とドイツの小・中学校理科においてESDを取り入れた教育課程を編成するうえで
の視点を明らかにしたことである（社会的意義）。第２に、この視点を踏まえた教育課程の編成は、既存の単元
の捉え直し－ESDの目標からの捉え直し－から出発するものであり、学校等において採用可能であることである
（同前）。そして第３に、従来、教材や授業の開発が中心であった理科教育におけるESDの研究を、教育課程の
レベルで具体化したことである（学術的意義）。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
ユネスコ主導による「持続可能な開発のための教育（Education for Sustainable Development、

ESD）」は過去 10 年間の取り組みを終え、2015 年からはその一層の世界的展開をめざした「ESD
グローバル・アクション・プログラム」のもとで展開されている。そして、ESD の主たるテー
マとしては、気候変動・エネルギー、生物多様性、防災、持続可能な消費と生産、貧困削減など
が挙げられている。このうち、前三者は主に科学教育で取り扱うべきテーマであり、学校では理
科教育の果たす役割が注目されるところとなっている。 
そうした中、理科教育における ESD の研究は国内外で活発化しており、理科教育の主要な雑

誌において ESD の特集が組まれるようになっている（例えば、『理科の教育』63(4)、2014 年、
『School Science Review』No.338、2010 年、『Chemistry Education Research and Practice』
13(2)、2012 年）。しかしながら、従来の研究は ESD を取り入れた理科の教材や授業の開発が中
心であり、その教育課程の開発は全く進んでいない。もちろん、ESD の先進的取り組みが見ら
れるドイツでは、理科教育などの教科教育を教育課程のレベルで ESD と関連付けることの重要
性が指摘されているが、その具体化には至っていない。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、ユネスコの ESD グローバル・アクション・プログラム（及びその後継の

ESD for 2030）に対応し、ESD を取り入れた小・中学校理科の教育課程編成の視点を、日本と
ドイツの共同研究によって明らかにすることを目的とした。そこで、次の３点を行うこととした。 

(1) サステナビリティの考え方を導入した理科の目標を設定し、気候変動・エネルギー、生物
多様性、防災等に係わる新しい単元と授業を開発する。(2) 開発した単元と授業を日本とドイツ
の小・中学校で実践する。そして、児童生徒の学年進行に伴い、ESD コンピテンシーがどのよ
うに形成されるかを調査する。調査の結果から、開発した単元と授業の有効性と問題点について
評価する。(3) こうした開発・実践・評価を、日本とドイツの複数の小・中学校で４年間にわた
る経年研究として実施する。その成果をまとめ、両国の小・中学校理科において採用可能な ESD
を取り入れた教育課程編成の視点を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
平成 29 年度は、ESD を取り入れた小・中学校理科の単元と授業を開発し、まず、小学校第３

学年と中学校第１学年を対象に実践・評価した。この過程では、CIPP モデル（Context, Input, 
Process, and Product Model）を用いたカリキュラム評価の手法を採用した。 
平成 30 年度から令和２年度は、単元と授業の開発を継続し、小学校第３学年から中学校第３

学年までの全学年を対象に実践・評価した。その際、児童生徒の ESD コンピテンシーの発達に注
目し、その結果を総合的な評価の基礎資料とした。そして、４年間の研究成果をまとめ、ESD を
取り入れた小・中学校理科の教育課程編成の視点を明らかにした。 
研究の実施体制では、岡山大学を中心に国内協力機関（北海道教育大学、富山大学、京都女子

大学、熊本大学）と海外協力機関（ベルリン自由大学、ブレーメン大学、ハノーバー大学）で研
究チームを組織した。加えて、単元や授業の開発・実践の場となる両国の研究協力校が参加した。 
研究メンバーは本研究の開始前に共同研究の実績があり（科研費 No.19500754「化学教育にお

けるプロジェクト授業のモデル開発に関する日独共同研究」による研究など）、相互の連携によ
って研究成果を確実に得ることのできる体制であった。 
 

４．研究成果 
本研究を通して、ESD を取り入れた小・中学校理科の単元と授業を開発した（「 」内は単元名、

（ ）内は ESD のテーマ）。これらの成果については、後述の主な発表論文等において報告した。 
・小学校理科 
第３学年「カブトムシ、ドングリの木、カミキリムシのつながり」（生物多様性） 
第４学年「ツバメがやって来るのが早くなっている？」（気候変動） 
第５学年「猛烈な雨が降ると」（防災） 
第６学年「電気とどうつきあうか（LED 電球、電球型蛍光灯、白熱電球）」（気候変動・エネル 
ギー） 

第６学年「海水の温度が上がるとどうなる？」（気候変動） 
第６学年「火山による災害と恩恵」（防災） 
第６学年「海の生き物同士のつながりとマイクロプラスチック」（持続可能な消費と生産） 
第４～６学年「ヌートリアって？ どんなふうにつきあっていけばいいかな？」（生物多様性） 

・中学校理科 
第１学年「プラスチックとのつきあい方」（持続可能な消費と生産） 
第２学年「大雨が増えた原因を探る」（気候変動） 
第３学年「地球温暖化が進むとどうなる？」（気候変動・エネルギー） 
第２、３学年「台風が近づいてきたら」（防災） 



こうした単元と授業の開発・実践・評価を通して、ESD を取り入れた理科の教育課程を編成す
るにあたっては、次のことが重要な視点となることがわかった。 
 
（１）ESD を取り入れた理科の教育課程における目標の重点 
ESD の目標と理科教育の目標は本来異なるため、ESD を取り入れた理科の教育課程を編成する

には、まず、両者の目標の関係を整理することが求められる。 
このことを考えるために、環境教育の目標と理科教育の目標との関係を見てみると、日本にお

ける環境教育の目標は、①環境に対する豊かな感受性や探究心を育成すること、②環境に関する
思考力や判断力を育成すること、③環境に働き掛ける実践力を育成することである（『環境教育
指導資料（中学校編）』、2016 年）。これらの目標と学習指導要領に掲げられた小・中学校の理科
教育の目標を比べると、探究心、思考力及び判断力の育成は理科教育の目標に挙げられているが、
感受性や実践力の育成は挙げられていない。しかし、理科教育の目標にある「自然に親しみ」（『小
学校学習指導要領理科』、2017 年）と感受性は密接に関係しており、また、「自然の事物・現象に
進んで関わり」（『中学校学習指導要領理科』、2017 年）と実践力も同様に関係している。したが
って、環境教育を取り入れた理科の教育課程を編成するには、共通する目標を大切にするのはも
ちろんのこと、密接に関係する目標も大切にすることが求められる。 
以上を参考にするなら、ESD と理科教育に共通する目標や、互いに密接に関係する目標を整理

することが求められる。そして、整理の結果、例えば、ESD の目標である「システム思考コンピ
テンシー」「予測的コンピテンシー」「クリティカル思考コンピテンシー」（『持続可能な開発目標
のための教育－学習目標－』、2020 年）の育成は、理科教育の目標である「問題を科学的に解決
する」（『小学校学習指導要領理科』、2017 年）や「科学的に探究する」（『中学校学習指導要領理
科』、2017 年）という能力の育成と密接に関係していることがわかる。 
こうした関係を踏まえると、ESD を取り入れた理科の教育課程では、理科の目標において次の

ような重点を置くことが求められる。 
① 将来を描き、将来を創る力 
重点の第１は行動領域に係わるもので、あるべき「将来を描き、将来を創る力」を児童生徒に

養うことである。これはドイツでは「形成能力（Gestaltungskompetenz）」と呼ばれており、予
測的コンピテンシーをはじめとする ESD で育成すべきコンピテンシーの多くを包含しつつ、そ
のすべてを行動に結び付けることを強調するものである。理科教育は科学の視点から気候変動、
資源の枯渇、環境破壊を直視することや、それらを打開する科学技術の進展を扱うことができる。
これは合理的で妥当な行動を導くための基礎となる。理科教育はこうした特性を持つがゆえに、
「将来を描き、将来を創る力」の育成に大きく貢献する。 
② 最適解を導き出す能力 
第２は認知領域に係わるもので、思考の前提となる基礎知識を児童生徒に身に付けさせ、複雑

な関連性をもつ課題の「最適解を導き出す力」を養うことである。これには、システム思考、ク
リティカル思考、データや情報の分析力などを育成することともに、これらの能力の育成と持続
可能な社会の基調をなす価値観（環境の尊重、人間の尊重、多様性の尊重など）の形成とを結び
付けることが求められる。 
③ つながる力 
そして第３は「つながる力」であり、コミュニケーション力、チームワークの力、自律心、や

り抜く力、協調性、寛容さなどを養うことである。理科の教科特性を生かしながら、理科ででき
る「つながる力」の育成を一層進めることが求められる。 
 
（２）ESD を取り入れた理科の教育課程における単元の選択と配列 
開発した単元と授業の中から、生物多様性をテーマとした小学校高学年対象の単元「ヌートリ

アって？ どんなふうにつきあっていけばいいかな？」を取り上げる。 
この単元でおける ESD の目標は、予測的コンピテンシー、システム思考コンピテンシー、クリ

ティカル思考コンピテンシー及び協働的コンピテンシーの育成である。まず、予測的コンピテン
シーについては、児童はこの単元において複数の将来について理解し、予防原則を適用して考え
をまとめていく。こうした学習経験は、同じような過程で考えをまとめていくような防災・減災
の単元においても生かされる。 
また、この単元では、「ヌートリアが野外に逸出した後に何が起こるか」「野外に生息している

ヌートリアを放置しておくと、何が起こるか」について考える際に、ヌートリアと他の動植物や
人間との関係を理解し、複雑なシステムを分析するといったシステム思考コンピテンシーを育
成できる。生物や物質の移入とその影響について学習することは、例えば、海の生き物同士のつ
ながりとマイクロプラスチックの問題を扱う単元の学習につながる。 
クリティカル思考コンピテンシーについては、児童は単元末において、「今後、自分は外来種

とどのようにつきあっていけばよいか」について考える際に、自分自身の価値観や行動を省察す
る。このように ESD を取り入れた理科の単元では、「これから自分はどのようにつきあえばよい
か（どのように行動すればよいか）」を考える場面が重要となる。こうした場面を再三設けるこ
とによって、児童生徒は複数の考えを比較検討し、より妥当な判断ができるようになる。 
単元末での日本とドイツの児童によるオンライン会議は、国は違っても同じ問題に直面して

いること（外来種であるヌートリアの移入の問題）、その問題の受け止め方は異なることなど、



異質な他者から学ぶ機会となる。そして、問題への対処の仕方を考えるにあたっては、他者の考
えに共感したり（エンパシー）、異なる考えを持つ他者と折り合いを付けたりすることが求めら
れるため、協働的コンピテンシーを育成することにつながる。 
以上に基づくと、ESD を取り入れた理科の教育課程を編成するには、理科の個々の単元で育成

すべきコンピテンシーを整理したうえで、単元同士をつなぐことが重要となる。これは、ESD の
目標をベースにした理科単元の選択と配列である。 
そして、こうした検討を理科の内にとどめるのではなく、理科と他の教科等を関連付けて進め

ることが望まれる。「ヌートリア」の単元を例に考えると、予測的コンピテンシーの育成は、日
本では第５・６学年理科での防災・減災に関する単元だけでなく、第５年社会科の日本の農業に
ついての単元につなぐことができる。また、クリティカル思考コンピテンシーの育成は、野生生
物の保護・管理を扱う社会科や中学校技術科、道徳的な心情や態度、判断力を養う道徳の単元に
つなぐことができる。こうした教育課程の編成は、既存の単元の捉え直し－ESD の目標からの捉
え直し－から出発するものである。それゆえに実際の編成において採用できると考えられる。 
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析）

地域地理研究 1-19

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
桑名佑典, 加藤内藏進 25(1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
SDGsのための教育の登場と理科教育の課題

理科の教育 9-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
藤井浩樹 68(10)

 １．著者名

10.5647/jsoee.29.2_44

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中学生の外来生物に関する認識を把握するための予備調査

環境教育 44-48

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
土井徹 29(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
気候変動に関するESD教師教育開発に向けて：様々な時間スケールの地学現象の俯瞰

岡山大学地球科学研究報告 1-17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤爾悠、加藤内藏進 27

 １．著者名



2019年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.4005/jjfs.102.69

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
福島県在住の小中学生を対象とした森林体験を伴う自然体験活動が生きる力と自然との共生観に及ぼす効
果

日本森林学会誌 69-76

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
山田亮, 白岡千帆里, 能條歩 102

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
地震災害を経験した大学生による減災教育の評価－SDGsの達成に向けたクロスカリキュラムによる減災教
育－

北海道教育大学紀要（教育科学編） 187-197

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
能條歩, 岩崎裕 70(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ドイツ初等理科における持続可能な開発のための教育（ESD）の構想と展開

京都女子大学発達教育学部紀要 49-58

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
宮野純次 16

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ドイツ・北欧と日本の「夏」の気候や季節感の違いに注目して音楽と連携した大学での学際的ESD授業開発

岡山大学地球科学研究報告 25-36

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤内藏進, 加藤晴子, 松本健吾, 大谷和男 26

 １．著者名



2019年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
日本の秋から冬への季節の変化を捉える学際的指導法の開発（初冬の時雨に注目した附属中学校での実
践）

岡山大学地球科学研究報告 19-30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
加藤内藏進・西川紗里・中倉智美 25

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ドイツ付近の冬における日々の大きな気温変動に関する総観気候学的解析（冬の追い出しの行事「ファス
ナハト」における季節感に関連して）

岡山大学地球科学研究報告 7-17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
濱木達也・加藤内藏進・大谷和男・加藤晴子・松本健吾 25

 １．著者名

10.18993/jcrdaen.20.1_1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Development of model lesson using folk tales in science education: Exploring rivers through
story and science in elementary school

International Journal of Curriculum Development and Practice 1-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Onodera, K. & Fujii, H. 20(1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
熊本地震の被災中学校における地域の自然を活用した探究学習－自然の見方の変容を導く教材開発と授業
実践－

熊本大学教育学部紀要 239-247

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
渡邉重義，宮村景 68

 １．著者名



2019年

2018年

2018年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
京都の自然を活かした自然体験と環境教育の推進（１）

京都女子大学宗教・文化研究所研究紀要 37-49

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
宮野純次 32

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
東日本大震災以降の学生の防災・減災意識の変化と減災教育

北海道教育大学紀要（教育科学編） 205-214

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
岩崎裕・能條歩・佐藤玲奈 69(1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
対話的な学びのための自然体験教育による「建設的コミュニケーション力」の育成～集団宿泊学習におけ
る野外教育プログラムの検討～

北海道教育大学紀要（教育科学編） 191-197

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
能條歩・中本貴規 69(1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ESD的視点の育成を意識した気候と文化理解教育との連携―北欧の気候と季節感を例とする大学での授業実
践の報告―

岡山大学教師教育開発センター紀要 183-198

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤内藏進・加藤晴子・赤木里香子・大谷和男 9

 １．著者名



2019年

2018年

2018年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
日本の気候環境と愛唱歌などにみる季節感に関する高校での学際的授業の開発（冬を挟む日本の季節進行
の非対称性に注目して）

岡山大学地球科学研究報告 5-18

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
加藤内藏進・加藤晴子・三宅昭二・森泰三 24(1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
被災地における中学校理科地学領域の学習研究～地域を多面的に捉えるための単元構想と教材開発～

日本科学教育学会研究会研究報告 15-20

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
宮村景・渡邉重義 33(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
多様性と共通性に注目したタマネギの表皮細胞の観察－細胞学習の教材研究からカリキュラム構想へ－

日本科学教育学会研究会研究報告 21-26

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
鳥井元翔多・渡邉重義 33(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ドイツの初等・基礎領域における科学教育カリキュラム改革―学びの連続性の観点から―

京都女子大学発達教育学部紀要 55-68

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
宮野純次 15

 １．著者名



2018年

2018年

〔学会発表〕　計73件（うち招待講演　8件／うち国際学会　22件）

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本理科教育学会第71回全国大会

Gesellschaft fuer Didaktik der Chemie und Physik - Jahrestagung 2021

 ３．学会等名

 ３．学会等名

坪田智行、岩田和徳、水沼夏希、藤井浩樹、小倉恭彦

Guler, U., Schrader, N., Fujii, H., & Bolte, C.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

生徒のシステム思考の育成をめざした中学校理科の授業づくり－第２学年「気象とその変化」に内容において－

Vorstellungen zum Konzept der Radio-aktivitaet in Deutschland and Japan

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中学校理科・高等学校理科の学習内容の検討―防災に関する教科書の記述について―

比治山大学紀要 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
林武広・土井徹 24

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
コンピテンシー指向のドイツの初等理科－範例的な学習事例－

京都女子大学発達教育学部紀要 19-27

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
宮野純次 14

 １．著者名



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本理科教育学会第70回中国支部大会

International Conference of Mathematics and Science Education 2020, organized by Indonesia University of Education（招待講
演）（国際学会）

日本理科教育学会第70回全国大会（招待講演）

日本理科教育学会第70回全国大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

西原詩織、藤井浩樹

Fujii, H.

藤井浩樹

宮井崇志、藤井浩樹

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

SDGsの時代における理科教育への期待

予測的コンピテンシーを育成する気候変動教育の授業開発－中学校第２学年理科「気象とその変化」の単元において－

森林を題材とした中学校理科の授業実践－自然環境の保全意識の向上を目指して－

Education for Sustainable Development Goals and challenges of science education



2020年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本理科教育学会第70回全国大会

日本環境教育学会・北海道自然体験活動推進協議会合同シンポジウム（招待講演）

日本環境教育学会北海道支部研究成果発表会

日本音楽表現学会第18回大会

 ３．学会等名

能條歩

坂口昌也、能條歩

加藤内藏進、加藤晴子

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

土井徹、岸本年郎

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

中学校における外来種問題に関する授業開発と評価－ヌートリアとのつきあい方を考える－

環境教育の視座からみた放射性廃棄物問題

自然体験活動が防災意識や畏怖の念の獲得に与える影響

歌や伝統行事からみるドイツ・北欧と日本の夏の季節や季節感－音楽と気候の学際的連携によるESD授業開発の視点から－

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 13th Conference of the European Science Education Research Association（国際学会）

2019 Global Conference of Teacher Education for Education for Sustainable Development（国際学会）

Doi, T., & Kishimoto, T.

Doi, T.

Fujii, H.

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
The 7th Asia-Pacific Expert Meeting on ESD and the Seminar on ESD in Rural Areas（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Namba, K., & Fujii, H.

 ３．学会等名

Teaching elementary pupils about alien species

Elementary school teachers’ awareness about disaster risk education - A case study in the area where natural disasters
rarely occur -

Innovative lesson plans in school for broadening sustainable society

Science lesson in junior high school focused on the relationship between global warming and heavy rainfall

The 13th Conference of the European Science Education Research Association（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 13th Conference of the European Science Education Research Association（国際学会）

EGU General Assembly 2019（国際学会）

EGU General Assembly 2019（国際学会）

2019 Global Conference of Teacher Education for Education for Sustainable Development（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kuwana, Y., & Kato, K.

Kato, K., Kato, H., & Kuwana, Y.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名
Maruyama, K., & Fujii, H.

Further examination of the seasonal cycle of cyclone activity and climatological situation around the northwestern Europe (A
case study for 2000)

Climate and music (Summary of our interdisciplinary lesson studies toward development of the climate and cultural
understanding education in ESD spreading from the “Doors of Song”)

Junior high school science lessons for fostering decision making: A focus on organ transplantation

Climate and music (Toward promoting the cultural understanding and ESD spreading from the “Doors of Song”)

 １．発表者名
Kato, K., & Kato, H.

 ３．学会等名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

2019 Global Conference of Teacher Education for Education for Sustainable Development（国際学会）

日本理科教育学会第69回全国大会

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本科学教育学会第43回年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Kato. K., & Matsumoto, K.

土井徹

高橋満彦, 大宅裕紀, 土井徹

藤井浩樹, 土井徹

第25回「野生生物と社会」学会大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Toward development of lesson plans on climate variability and disaster prevention education in ESD with attention to the
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